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【目的】タモギダケ由来グルコシルセラミドの皮膚に対する機能性評価を目的にヒトモニター経口摂取による肌質

改善効果の評価（保湿効果改善を主とした検討及び安全性の確認）の試験を実施した。 

 

【方法】33名の被験者（女性 40～65歳）に、タモギダケ由来セミラド含有ドリンク 1本（グルコシルセラミド 0.6mg

含有）を 1日 1回夕食後に 12週間摂取させた。摂取開始日(0週)、6週目および 12週目に、医師診察・肌質測定

（水分、蒸散、弾力、マイクロスコープ、VISIA）・臨床検査（血液・尿）等の検査を行った。 

 

【結果・考察】日誌等による有害事象の検証では、試験品摂取に伴う副作用は認められなかった。体重・BMI値の

推移においては、顕著な体重の増減は認められなかった。臨床検査値の推移は、基準値内の変動であり、医師

問診においても異常は認められなかったことから、試験品であるタモギタケセラミド飲料（グルコシルセラミド 0.6mg

含有）50mLを 1日 1本 3 ヶ月間の摂取による安全性は高いものと示唆された。 

角質水分量は、前腕内側部において 12週目に増加することが認められた。VISIA測定では、紫外線シミスコア

が 6週目および 12週目で有意に減少したことから、試験品摂取により、産生されたメラニンあるいは蓄積したメラ

ニンの排出を促した結果である可能性が推察された。マイクロスコープにおけるキメ評価でも、6週目および 12週

目で摂取開始日と比較しキメが整う方向に推移していることから試験品摂取により、乱れていた皮膚ターンオーバ

ーを正常な皮膚ターンオーバーに戻す作用があるものと推察された。 

自覚アンケートにおいて、本試験品摂取による体質改善質問項目（むくみ・疲労感等）において、摂取開始日と

比較し変化が認められなかったが、肌質は改善している実感を被験者はもっている結果であった。 

以上の結果、タモギタケセラミド飲料（グルコシルセラミド 1.2mg含有）は、3ヶ月間 1日 1本 50mLの摂取での安

全性は高いものと示唆された。また、肌質改善効果では乱れた皮膚ターンオーバーを整える作用を保有している

可能性が推察された。 


